
平成２４年４月２０日

文 化 審 議 会 答 申

国宝・重要文化財（美術工芸品）の指定及び

登録有形文化財（美術工芸品）の登録について

詳しくは、別添の資料｢答申内容｣、｢解説｣、｢参考｣をご覧下さい。

文化審議会（宮田 亮平 会長）は、４月２０日に開催された同審議会において、２件の

美術工芸品を国宝に、４６件の美術工芸品を重要文化財に指定すること、また、１件の美術

工芸品を登録有形文化財として登録することについて文部科学大臣に答申しましたので、お

知らせします。

＜担当＞ 文化庁文化財部美術学芸課

課 長 江﨑 典宏 （内線 2884）

主任調査官（絵画の部） 朝賀 浩 （内線 2890）

主任調査官（彫刻の部） 奥 健夫 （内線 2891）

主任調査官（工芸品の部） 齊藤 孝正 （内線 2889）

主任調査官（書跡・典籍、古文書の部）池田 寿 （内線 2888）

主任調査官（考古資料の部）原田 昌幸 （内線 2892）

主任調査官（歴史資料の部）岡部 幹彦 （内線 2893）

電話：03－5253－4111（代表）

03－6734－2887（直通）
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Ⅰ．答申内容

１．国宝（美術工芸品）の指定

＜絵画の部＞

（重要文化財を国宝に １件）

普悦筆
ふ え つ ひ つ

① 絹本著色阿弥陀三尊像 三幅
けんぽんちやくしよくあみださんぞんぞう

【所有者】宗教法人清浄華院（京都府京都市上京区寺町通広小路上る北ノ辺町３９５）
しようじようけいん

京都国立博物館寄託

＜考古資料の部＞

（重要文化財を国宝に １件）

① 土偶 一箇
ど ぐ う

山形県西ノ前遺跡出土
やまがたけんにしのまえいせきしゆつど

【所有者】山形県（山形県山形市松波２－８－１）

山形県立博物館保管

２．重要文化財（美術工芸品）の指定

＜絵画の部＞

（重要美術品を重要文化財に １件）

① 絹本著色石田正継像 一幅
けんぽんちやくしよくいしだまさつぐぞう

文禄三年九月伯蒲慧稜の賛がある
ぶんろくさんねん く が つ はく ぼえりよう さん

【所有者】宗教法人壽聖院（京都府京都市右京区花園妙心寺町４４）
じゆしよういん

大阪市立美術館寄託

（文化財を重要文化財に ２件）

亜欧堂田善筆
あおうどうでんぜんひつ

銅版画東都名所図 一帖
ど う は ん が と う と め い し よ ず

① （二十五図）

亜欧堂田善筆
あおうどうでんぜんひつ

銅版画見本帖 一帖
どうはんがみほんじよう

（十二図）

【所有者】須賀川市（福島県須賀川市八幡町１３５）

須賀川市立博物館保管
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② 絹本著色三十三所観音像 一幅
けんぽんちやくしよくさんじゆうさんしよかんのんぞう

【所有者】宗教法人華厳寺（岐阜県揖斐郡揖斐川町谷汲徳積２３）
け ご ん じ

大阪市立美術館寄託

＜彫刻の部＞

（文化財を重要文化財に １４件）

① 木造天王立像 一軀
もくぞうてんのうりゆうぞう

【所有者】国（文化庁保管）

② 木造不動明王坐像 一軀
もくぞうふどうみようおうざぞう

【所有者】宗教法人明王院（神奈川県鎌倉市十二所３２）
みようおういん

③ 木造蘭溪道隆坐像（西来庵開山堂安置） 一軀
もくぞうらんけいどうりゆうざぞう せいらいあんかいさんどう あ ん ち

【所有者】宗教法人建長寺（神奈川県鎌倉市山之内８）
けんちようじ

④ 木造十二神将立像 十二軀
もくぞうじゆうにしんしようりゆうぞう

【所有者】宗教法人曹源寺（神奈川県横須賀市公郷町３－２３）
そ う げ ん じ

東京国立博物館寄託

男神坐像 一
だん しんざぞう

⑤ 木造神像 二軀
もくぞうしんぞう

女神坐像 一
じよ しんざそう

【所有者】宗教法人箱根神社（神奈川県足柄下郡箱根町元箱根８０－１）
はこねじ んじや

⑥ 木造千手観音坐像 一軀
もくぞうせんじゆかんのんざぞう

像内に保元三年、大仏師僧寂 勝、本躰御身能登国阿□□□霊木等
ぞうない ほうげんさんねん だい ぶつしそうじやくしよう ほ んたい おんみ の と の く に あ れいぼくなど

の銘がある
めい

【所有者】宗教法人海門寺（石川県七尾市大田町５－７４）
か い も ん じ

⑦ 木造千手観音立像 一軀
もくぞうせんじゆかんのんりゆうぞう

【所有者】宗教法人高成寺（福井県小浜市青井１－１１－１）
こうじようじ
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⑧ 木造愛染明王坐像 一軀
もくぞうあいぜんみようおうざぞう

像内に合子入木造愛染明王坐像を納める
ぞうない ご う す い りもくぞうあいぜんみようおうざぞう おさ

【所有者】宗教法人甚目寺（愛知県あま市甚目寺東門前２４）
じ も く じ

⑨ 木造獅子 一軀
も く ぞ う し し

【所有者】宗教法人教王護国寺（京都府京都市南区九条町１）
きようおうごこくじ

⑩ 木造弥勒仏坐像 一軀
も く ぞ う み ろ く ぶ つ ざ ぞ う

【所有者】宗教法人弥勒寺（奈良県大和高田市土庫２－８－１３）
み ろ く じ

奈良国立博物館寄託

⑪ 木造天神坐像 一軀
もくぞうてんじんざぞう

像内に奉造立与喜大明神御正躰、正元元年五月等の銘がある
ぞうない ほうぞうりゆうよきだいみようじんみしようたい しようげんがんねんごがつとう めい

像内に十一面観音鏡像を納める
ぞうない じゆういちめんかんのんきようぞう おさ

【所有者】宗教法人與喜天満神社（奈良県桜井市初瀬１）
よ き て ん ま ん じ ん じ や

奈良国立博物館寄託

⑫ 木造執金剛神立像 一軀
もくぞうしゆこんごうしんりゆうぞう

像内にア(梵字)阿弥陀仏の銘がある
ぞうない ぼ ん じ あ み だ ぶ つ めい

木造深沙大将立像 一軀
もくぞうじんじやだいじようりゆうぞう

【所有者】宗教法人金剛峯寺（和歌山県伊都郡高野町高野山１３２）
こ ん ご う ぶ じ

高野山霊宝館保管

⑬ 木造足利尊氏坐像 一軀
もくぞうあしかがたかうじざぞう

【所有者】宗教法人安国寺（大分県国東市国東町安国寺２２４５）
あ ん こ く じ

⑭ 銅造観音菩薩立像 一軀
どうぞうかんのんぼさつりゆうぞう

台座框に壬寅年の刻銘がある
だいざかまち じんいんねん こくめい

【所有者】宗教法人長谷寺（大分県中津市三光西秣１８９３）
は せ で ら

中津市歴史民俗資料館寄託
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＜工芸品の部＞

（重要美術品を重要文化財に １件）

光悦作
こうえつさく

① 赤楽兎文香合 一合
あからくうさぎもんこうごう

【所有者】公益財団法人出光美術館（東京都千代田区丸の内３－１－１）

（文化財を重要文化財に ３件）

① 絵唐津芦文大皿 一枚
え が ら つ あ し も ん お お ざ ら

【所有者】国（文化庁保管）

② 灰被天目茶碗(虹) 一口
はいかつぎてんもくちやわんにじ

【所有者】国（文化庁保管）

③ 伝法衣 五領
で ん ぽ う え

【所有者】宗教法人東福寺（京都府京都市東山区本町１５－７７８）
と う ふ く じ

京都国立博物館寄託

＜書跡・典籍の部＞

（重要美術品を重要文化財に １件）

① 長秋詠藻 一帖
ちようしゆうえいそう

【所有者】学校法人日本大学（東京都千代田区西神田２－６－１６）

日本大学総合学術情報センター保管

（文化財を重要文化財に ４件）

① 釈氏往来 一巻
しやくしおうらい

正 安四年十 月 廿 四日書写奥書
しようあん よ ねんじゆうがつにじゆう よ か しよしやおくがき

【所有者】国（国立国会図書館保管）

② 玉篇巻第九零巻 一巻
ぎよくへんかんだいきゆうれいかん

紙背金剛界私記(治安元年書写)
し は い こ ん ご う か い し き じ あんがんね んしよしや

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（東京都台東区上野公園１３－９）

京都国立博物館保管

③ 峯相記 一冊
み ね あ い き

永正八年二月七日慶 紹書写奥書
えいしようはちねんにがつなのかけいしようしよしやおくがき

【所有者】宗教法人斑鳩寺（兵庫県揖保郡太子町鵤７０９）
いかるがでら

太子町立歴史資料館寄託
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④ 庭訓往来 二巻
ていきんおうらい

至徳三年霜月三日豊前守朝英書写奥書
し とくさ んねんし もつきみつかぶぜんのかみともひでしよしやおくがき

【所有者】宗教法人神門寺（島根県出雲市塩冶町８２１）
か ん ど じ

＜古文書の部＞

（重要美術品を重要文化財に １件）

① 臨川寺領大井郷界畔絵図 一鋪
り ん せ ん じ り よ う お お い ご う か い はん え ず

貞和三年仲冬夢窓疎石裏書
じようわさんねんちゆうとうむ そ う そ せ き うらがき

【所有者】宗教法人天龍寺（京都府京都市右京区嵯峨天竜寺芒ノ馬場町６８）
てんりゆうじ

京都国立博物館寄託

（文化財を重要文化財に ５件）

自筆本
じ ひ つ ぼ ん

① 明月記 二巻
め い げ つ き

嘉禄元年夏、天福元年十一・十二月
かろくがんねんなつ てんぷくがんねんじゆういち・じゆうにがつ

【所有者】学校法人日本大学（東京都千代田区西神田２－６－１６）

日本大学総合学術情報センター保管

② 竹生島文書(三百十二通) 五巻、十三幅、四十九冊、二帖、
ちくぶしまもんじよ さんびやくじゆうにつう

二百四十三通

【所有者】宗教法人宝厳寺（滋賀県長浜市早崎町１６６４）
ほ う ご ん じ

長浜市長浜城歴史博物館寄託

③ 鵤 庄 引 付 一冊
いかるがのしようひきつけ

【所有者】宗教法人斑鳩寺（兵庫県揖保郡太子町鵤７０９）
いかるがでら

太子町立歴史資料館寄託

④ 大山祇神社三島家文書(二百十通) 十六巻、二幅、百十通
おおやまづみじんじやみしまけもんじよ にひやくじゆつつう

【所有者】宗教法人大山祇神社（愛媛県今治市大三島町宮浦３３２７）
おおやまづみじんじや

⑤ 小田家文書(四十八通) 一巻
お だ け も ん じ よ よんじゆうはちつう

【所有者】長崎県（長崎県長崎市江戸町２－１３）

長崎県立対馬歴史民俗資料館保管
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＜考古資料の部＞

（文化財を重要文化財に ８件）

① 青森県二枚橋２遺跡出土品 千三百八点
あ おもり けんにま いばしにいせ きしゆつどひ ん

【所有者】むつ市（青森県むつ市中央１－８－１）

② 土偶 一箇
ど ぐ う

青森県有戸鳥井平４遺跡出土
あおもりけんありととりいたいよんいせきしゆつど

【所有者】野辺地町（青森県上北郡野辺地町野辺地１２３－１）

野辺地町立歴史民俗資料館保管

③ 福井県桑野遺跡出土品 八十五点
ふ く い け ん く わ の い せ き し ゆ つ ど ひ ん

【所有者】あわら市（福井県あわら市市姫３－１－１）

あわら市教育委員会保管

④ 愛知県朝日遺跡出土品 二千二十八点
あ い ち け ん あ さ ひ い せ き し ゆ つ ど ひ ん

【所有者】愛知県（愛知県名古屋市中区三の丸３－１－２）

愛知県埋蔵文化財調査センター保管

⑤ 愛知県馬越長火塚古墳出土品 三百十一点
あ い ち け ん ま ご し な が ひ づ か こ ふ ん し ゆ つ ど ひ ん

【所有者】豊橋市（愛知県豊橋市今橋町１）

豊橋市美術博物館保管

⑥ 兵庫県五色塚古墳出土品 四十八点
ひようごけんごしきづかこふんしゆつどひん

【所有者】神戸市（兵庫県神戸市中央区加納町６－５－１）

神戸市埋蔵文化財センター保管

⑦ 宮崎県島内地下式横穴墓群出土品 千二十九点
みやざきけんしまうちちかしきよこあなぼぐんしゆつどひん

【所有者】えびの市（宮崎県えびの市大字栗下１２９２）

えびの市歴史民俗資料館保管

⑧ 鹿児島県前原遺跡出土品 二百六十六点
か ご し ま け ん ま え ば る い せ き し ゆ つど ひ ん

【所有者】鹿児島県（鹿児島県鹿児島市鴨池新町１０－１）

鹿児島県立埋蔵文化財センター保管
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＜歴史資料の部＞

（文化財を重要文化財に ６件）

① メートル条約並度量衡法関係原器 四本
じようやくならびにどりようこうほうかんけいげんき

【所有者】独立行政法人産業技術総合研究所（東京都千代田区霞が関１－３－１）

計量標準総合センター保管

② 仙台藩天文学器機 四基
せ んだ いはんて んもんがくきき

【所有者】仙台市（宮城県仙台市青葉区国分町３－７－１）

仙台市天文台保管

③ 世界及日本図 一双
せ か い お よ び に ほ ん ず

八曲屏風
はつきよくびようぶ

【所有者】福井県（福井県福井市大手３－１７－１）

福井県立若狭歴史民俗資料館保管

国友一貫斎作
くにともいつかんさいさく

④ 反射望遠鏡 一基
はんしやぼうえんきよう

天保五年
てん ぽうごねん

【所有者】上田市（長野県上田市大手１－１１－１６）

上田市立博物館保管

⑤ 東寺御影堂牛玉宝印板木 一枚
と う じ み え ど う ご お う ほ う い ん は ん ぎ

【所有者】宗教法人教王護国寺（京都府京都市南区九条町１）
きようおうごこくじ

⑥ 対馬宗家関係資料 一万六千六百六十七点
つ しまそ うけかんけ いしりよう

【所有者】長崎県（長崎県長崎市江戸町２－１３）

長崎県立対馬歴史民俗資料館保管

３．登録有形文化財（美術工芸品）の登録

＜考古資料の部＞

（文化財を登録有形文化財に １件）

① 諏訪地域考古資料（藤森栄一蒐集品） 五万九千六百二十八点
す わ ち い き こ う こ し り よ う ふじもりえいいちしゆうしゆうひん

【所有者】諏訪市（長野県諏訪市高島１－２２－３０）

諏訪市博物館保管
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Ⅱ．解説

【国宝（美術工芸品）の指定】

＜絵画の部＞

（重要文化財を国宝に １件）

普悦筆
ふ え つ ひ つ

① 絹本著色阿弥陀三尊像 三幅
けんぽんちやくしよくあみださんぞんぞう

【大きさ】阿弥陀幅 縦１２５．５ｃｍ 横 ４８．５ｃｍ
あ み だ ふ く

観音幅 縦１２７．５ｃｍ 横 ４８．８ｃｍ
かんのんふく

勢至幅 縦１２７．２ｃｍ 横 ４８．５ｃｍ
せ い し ふ く

【所有者】宗教法人清浄華院（京都府京都市上京区寺町通広小路上る北ノ辺町３９５）
しようじようけいん

京都国立博物館寄託

本図は、各幅画面上部に「四明普悦筆」の落款があり、寧波で活躍した普悦により描か
し め い ふ え つ ひ つ にんぽう

れた中国仏教絵画である。

極めて遺例の少ない南宋以前に遡る絵画であり、本図ほど完成度の高い表現力を有する

遺例は他にないことから、東アジア仏教絵画史を考えるうえで不可欠な作品として、文化

史的意義が極めて高い。

（南宋時代）

＜考古資料の部＞

（重要文化財を国宝に １件）

① 土偶 一箇
ど ぐ う

山形県西ノ前遺跡出土
やまがたけんにしのまえいせきしゆつど

【大きさ】高 ４５．０ｃｍ

【所有者】山形県（山形県山形市松波２－８－１）

山形県立博物館保管

本資料は、逆三角形で扁平に造られた胴部に、太い角柱状の左右の脚部を接合し、女性

像に仕上げられた縄文時代中期の立像土偶である。

縄文時代の土偶造形のひとつの到達点を示す優品として代表的な資料であり、学術的価

値が極めて高い。

（縄文時代）
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【重要文化財（美術工芸品）の指定】

＜絵画の部＞

（重要美術品を重要文化財に １件）

① 絹本著色石田正継像 一幅
けんぽんちやくしよくいしだまさつぐぞう

文禄三年九月伯蒲慧稜の賛がある
ぶんろくさんねん く が つ は く ぼ え り よ う さん

【大きさ】縦 ９９．０ｃｍ 横 ５３．３ｃｍ

【所有者】宗教法人壽聖院（京都府京都市右京区花園妙心寺町４４）
じゆしよういん

大阪市立美術館寄託

本図は、石田三成の父、正継の晩年の寿像である。図上には、正継の菩提所である壽聖院

の開山、龍安寺の伯蒲慧稜の著賛がある。鋭い眼光を示す個性的な相貌を写実的に描き、白
かいさん は く ぼ え り よ う

い小袖の桐文様が黒染めの直綴を通して透けて見える繊細な表現描写を用いている。
じきとつ

桃山時代の遺品のうち製作優秀であり、文化史上貴重なものである。

（桃山時代）

（文化財を重要文化財に ２件）

亜欧堂田善筆
あおうどうでんぜんひつ

銅版画東都名所図 一帖
ど う は ん が と う と め い し よ ず

① （二十五図）

亜欧堂田善筆
あおうどうでんぜんひつ

銅版画見本帖 一帖
どうはんがみほんじよう

（十二図）

【大きさ】東都名所図 縦 １０．６ｃｍ 横 １５．３ｃｍ ほか

銅版画見本帖 縦 ２８．４ｃｍ 横 ２１．８ｃｍ ほか

【所有者】須賀川市（福島県須賀川市八幡町１３５）

須賀川市立博物館保管

本作品は、洋風画法や銅版画を研究し、司馬江漢に始まる腐蝕銅版画をより精緻なものに
し ば こ う か ん ふしよくどうはんが

発展させた、亜欧堂田善（１７４８年～１８２２年）により制作された。

江戸の名所図、見本帖などの銅版画作品に加えて、それぞれの原版が含まれ、田善の銅版

画技法確立の過程をうかがうことができる作品として貴重である。

（江戸時代）
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② 絹本著色三十三所観音像 一幅
けんぽんちやくしよくさんじゆうさんしよかんのんぞう

【大きさ】縦 １９７．１ｃｍ 横 １４６．１ｃｍ

【所有者】宗教法人華厳寺（岐阜県揖斐郡揖斐川町谷汲徳積２３）
け ご ん じ

大阪市立美術館寄託

本図は、院政期に確立した西国三十三観音霊場の各本尊を山水の中にあらわしたものであ
さんすい

る。

本図の制作時期は鎌倉時代にさかのぼり、現在知られる同形式の画像の最古の遺例である。

縦２メートルに近い巨幅に、三十三体の観音像と一体の如来像を、細密な皆金色によって表
かいこんじき

現した作品として制作が優秀であり、我が国の中央作であると見なせる作品として貴重であ

る。

（鎌倉時代）

＜彫刻の部＞

（文化財を重要文化財に １４件）

① 木造天王立像 一軀
もくぞうてんのうりゆうぞう

【大きさ】像高 １７８．４ｃｍ

【所有者】国（文化庁保管）

本像は、京都府亀岡市大宮神社境外仏堂伝来の神将形像で、四天王像もしくは二天王像
しんしようぎようぞう

のうちの一軀と推定される。

鋭角的ながら浅めの彫り口、厚みはあるがなだらかな肉取りをみせる躰軀などから、製作

年代は１０世紀後半と考えられ、平安時代中期に遡る大型天部像として貴重である。
おおがたてんぶぞう

（平安時代）

② 木造不動明王坐像 一軀
もくぞうふどうみようおうざぞう

【大きさ】像高 ８５．２ｃｍ

【所有者】宗教法人明王院（神奈川県鎌倉市十二所３２）
みようおういん

本像は、鎌倉幕府四代将軍藤原頼経の発願により、寛喜３年（１２３１年）から嘉禎元年
ふじわらのよりつね か ん ぎ か て い

（１２３５年）にかけて造られた鎌倉五大堂の本尊、五大明王像の中尊にあたるとみられる

作例であり、その作者は当代の代表的な仏師の一人、肥後定慶であるとする説がある。
ひ ご じ よ う け い

由緒と作行の両面で１３世紀鎌倉地方彫刻を代表する作例の一つとして貴重な作品である。

（鎌倉時代）
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③ 木造蘭溪道隆坐像（西来庵開山堂安置） 一軀
もくぞうらんけいどうりゆうざぞう せいらいあんかいさんどう あ ん ち

【大きさ】像高 ６２．１ｃｍ

【所有者】宗教法人建長寺（神奈川県鎌倉市山之内８）
けんちようじ

本像は、建長寺開山の中国僧、蘭溪道隆（大覚禅師、１２１３年～１２７８年）の肖像で、

没年前後の作であると考えられる。

深く変化に富んだ衣文など、力強い造形から慶派仏師の手になるとみられ、いわゆる
え も ん け い は

頂相彫刻の名品として評価される。
ちんそうちようこく

（鎌倉時代）

④ 木造十二神将立像 十二軀
もくぞうじゆうにしんしようりゆうぞう

【大きさ】像高 ６７．６～９１．２ｃｍ

【所有者】宗教法人曹源寺（神奈川県横須賀市公郷町３－２３）
そ う げ ん じ

東京国立博物館寄託

本像は、正 安２年(１３００年)の修理銘に建 久年間（１１９０年～１１９９年）の製作
しようあん けんきゆう

と記される十二神将像であり、作風から運慶周辺の仏師によるものと考えられる。
うんけい

十二軀が完存し保存状態がよいことや、図像的に東国の十二神将像の起点となる特徴を具

えていることでも注目される。

鎌倉初期運慶派の力強い造形を示す作例であり、また東国鎌倉彫刻中の重要作品として評

価される。

（鎌倉時代）

男神坐像 一
だ ん し ん ざ ぞ う

⑤ 木造神像 二軀
もくぞうしんぞう

女神坐像 一
じ よ し ん ざ そ う

【大きさ】像高 男神 ６８．４ｃｍ

女神 ５９．８ｃｍ

【所有者】宗教法人箱根神社（神奈川県足柄下郡箱根町元箱根８０－１）
は こ ね じ ん じ や

本像は一対の男女神像で、目鼻立ちの彫りが共通することなどから同じ作者の手になると

見られる。作風および女神像の足部（亡失）の接合方法などに１１世紀の特徴を示し、男神

の鼻の高い相貌に外来神としての特色が認められるなどの点が注目される。
がいらいしん

関東地方に遺る神像の最古の遺品として貴重である。 （平安時代）
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⑥ 木造千手観音坐像 一軀
もくぞうせんじゆかんのんざぞう

像内に保元三年、大仏師僧寂 勝、本躰御身能登国阿□□□霊木等の銘がある
ぞうない ほうげんさんねん だ い ぶ つ し そ うじやくしよう ほ ん た い お ん み の と の く に あ れいぼくなど めい

【大きさ】像高 ７４．２ｃｍ

【所有者】宗教法人海門寺（石川県七尾市大田町５－７４）
か い も ん じ

本像は、優雅で平明な平安後期様式を示す千手観音像である。像内銘より保元３年（１１
ほうげん

５８年）に造られたことや、御衣木として出羽立石寺ほか各地から収集してきた霊木を用い
み そ ぎ

たことが判明する。

平安時代後期の貴重な在銘彫刻であるのみならず、当時の造像儀礼の様相を示す資料とし

て価値が高い。

（平安時代）

⑦ 木造千手観音立像 一軀
もくぞうせんじゆかんのんりゆうぞう

【大きさ】像高 １８６．０ｃｍ

【所有者】宗教法人高成寺（福井県小浜市青井１－１１－１）
こうじようじ

本像は、等身の千手観音像で、針葉樹の一木造である。厚みのある躰型や衣部に刻まれる

翻波式衣文などに、平安時代前期（９世紀半ば～後半）の特色を示す。若狭姫神社伝来と伝
ほ ん ぱ し き え も ん わかさひめじんじや

えられていることから、神仏習合に関わる造像の可能性がある。

遺品の少ない９世紀彫像の中でも優れた作行を示す像として貴重である。

（平安時代）

⑧ 木造愛染明王坐像 一軀
もくぞうあいぜんみようおうざぞう

像内に合子入木造愛染明王坐像を納める
ぞうない ごうすいりもくぞうあいぜんみようおうざぞう おさ

【大きさ】像高 １０２．５ｃｍ

【所有者】宗教法人甚目寺（愛知県あま市甚目寺東門前２４）
じ も く じ

本像は、弘安７年（１２８４年）の文書により東密岩藏流の祖、良 胤の弟子、浄 胤らが
こうあん とうみつ りよういん じよういん

師の等身大に造ったことが判明する愛染明王である。

像内胸部に白檀（か）製の愛染明王像を籠めており、また左第三手掌内に鉱物（か）製の

珠を籠め、像内を白く塗るなど様々な特色ある工作を施し、鎌倉時代愛染明王像の中で注目

される作例である。

（鎌倉時代）
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⑨ 木造獅子 一軀
も く ぞ う し し

【大きさ】全高 ４０．４ｃｍ

【所有者】宗教法人教王護国寺（京都府京都市南区九条町１）
きようおうごこくじ

本像は、たてがみを逆立てて威嚇の形相を示す獅子の像で、迫力に富んだ造形から作期は

９世紀前半に遡るとみられ、承和６年（８３９年）供養とされる講堂諸尊像の中尊、大日如
じようわ

来像の台座に配されていたとも推定される。

木造動物彫刻として最古の作例であり、平安時代の彫像としても製作優秀な遺品として貴

重である。

（平安時代）

⑩ 木造弥勒仏坐像 一軀
も く ぞ う み ろ く ぶ つ ざ ぞ う

【大きさ】像高 １４７．０ｃｍ

【所有者】宗教法人弥勒寺（奈良県大和高田市土庫２－８－１３）
み ろ く じ

奈良国立博物館寄託

本像は、全体的に太づくりであるが彫り口は穏やかで優しい表情の半丈六の一木彫像であ
はんじようろく

る。

作風や形式には１０世紀後半から１１世紀前半の奈良地方における造像の典型的な特色を

示し、両足部まで共木で彫出する豪快な構造をみせる。

近年の調査により見出された作例であり、この時期の奈良における大型彫像として貴重で

ある。

（平安時代）

⑪ 木造天神坐像 一軀
もくぞうてんじんざぞう

像内に奉造立与喜大明神御正躰、正元元年五月等の銘がある
ぞうない ほうぞうりゆうよきだいみようじんみしようたい しようげんがんねんごがつとう めい

像内に十一面観音鏡像を納める
ぞうない じゆういちめんかんのんきようぞう おさ

【大きさ】像高 ９６．８ｃｍ

【所有者】宗教法人與喜天満神社（奈良県桜井市初瀬１）
よ き て ん ま ん じ ん じ や

奈良国立博物館寄託

本像は、厳しい忿怒の形相を示す天神像で、像内に正元元年（１２５８年）、与喜大明神

等の銘があり、頭部には天神の本地である十一面観音を線刻した鏡を籠める。
ほ ん ち

天神彫像の最古作例であり、鎌倉時代の神像彫刻の代表的な遺品の1つとして貴重である。

（鎌倉時代）
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⑫ 木造執金剛神立像 一軀
もくぞうしゆこんごうしんりゆうぞう

像内にア(梵字)阿弥陀仏の銘がある
ぞうない ぼ ん じ あ み だ ぶ つ めい

木造深沙大将立像 一軀
もくぞうじんじやだいしようりゆうぞう

【大きさ】像高 執金剛神 １３５．２ｃｍ

深沙大将 １３５．４ｃｍ

【所有者】宗教法人金剛峯寺（和歌山県伊都郡高野町高野山１３２）
こ ん ご う ぶ じ

高野山霊宝館保管

本像は、「南無阿弥陀仏作善集」所載の高野新別所に重 源が安置した像にあたるとみられ
な む あ み だ ぶ つ さ ぜ ん し ゆ う こうやしんべつしよ ちようげん

る一対の像であり、生々しく激しい忿怒の表情に特色がある。

最近、像内に「ア（梵字）阿弥陀仏」の銘記と経巻２巻が存在することが判明した。

極めて類品の少ない作例の1つであり、鎌倉時代初期の慶派仏師による特色に富んだ造形
け い は

を示す作例として貴重である。

（鎌倉時代）

⑬ 木造足利尊氏坐像 一軀
もくぞうあしかがたかうじざぞう

【大きさ】像高 ９４．５ｃｍ

【所有者】宗教法人安国寺（大分県国東市国東町安国寺２２４５）
あ ん こ く じ

本像は、京都東山にあった東岩藏寺旧在の足利尊氏像で、応仁の乱後に山科地蔵寺に移さ
ひがしいわくらでら

れ、明治４０年に安国寺にもたらされた。

東岩藏寺は、南北朝の動乱期に将軍家御祈祷所となっており、本像は二代義 詮により奉納
よしあきら

されたとも推定される。

構造技法から足利将軍家に重用された院派の作家によるものとみられ、足利尊氏の彫刻と
い ん ぱ

して最も古く、中世俗人彫刻の代表的な作例の1つとして貴重である。

（南北朝時代）

⑭ 銅造観音菩薩立像 一軀
どうぞうかんのんぼさつりゆうぞう

台座框に壬寅年の刻銘がある
だいざかまち じんいんねん こくめい

【大きさ】像高 ３０．１ｃｍ

【所有者】宗教法人長谷寺（大分県中津市三光西秣１８９３）
は せ で ら

中津市歴史民俗資料館寄託

本像は、頭上に坐化仏を戴く観音像で、台座框の刻銘により、壬寅の歳に周防凡 直の百背
ざ け ぶ つ だいざかまち じんいん す お う おおしのあたい も も せ

の母が亡くなったことにより誓願して造られたことが知られる。本像が中国隋風の様式を承

けていることから、壬寅は大宝２年（７０２年）であると考えられる。
たいほう

飛鳥末期の在銘金銅仏として、彫刻史上価値が高い。

（飛鳥時代）
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＜工芸品の部＞

（重要美術品を重要文化財に １件）

光悦作
こうえつさく

① 赤楽兎文香合 一合
あからくうさぎもんこうごう

【大きさ】総高 ３．５ｃｍ 口径 ８．５ｃｍ 底径 ７．０ｃｍ

【所有者】公益財団法人出光美術館（東京都千代田区丸の内３－１－１）

本作品は、本阿弥光悦（１５５８年～１６３７年）作の赤楽香合である。香合自体を満月
ほ ん あ み こ う え つ

に見立てたものと推測され、表蓋には白泥と鉄絵具で、中央に大きく一羽の兎を描き、その
はくでい て つ え の ぐ

周りに草文が配される。
くさもん

光悦の作品では数例しか遺例が知られない香合の作品として重要であるとともに、光悦の

作品を代表する優品である。

（江戸時代・１７世紀）

（文化財を重要文化財に ３件）

① 絵唐津芦文大皿 一枚
え が ら つ あ し も ん お お ざ ら

【大きさ】高 ８．４ｃｍ 口径 ３５．３ｃｍ 高台径 ９．７ｃｍ

【所有者】国（文化庁保管）

本作品は、唐津の中で鉄絵具で文様を描く絵唐津の作品である。口径３５センチメートル

を越す大皿で、内面全体に芦の文様を手慣れた筆致で伸びやかに描く。

絵唐津では遺例が極めて少ない完存する大皿で、絵唐津を代表する優品として貴重である。

（桃山時代・１７世紀）

② 灰被天目茶碗(虹) 一口
はいかつぎてんもくちやわんにじ

【大きさ】高 ６．９ｃｍ 口径 １２．２ｃｍ 高台径 ４．４ｃｍ

【所有者】国（文化庁保管）

本作品は、灰被と呼ばれ、曜変、油滴、玳玻盞とともに唐物天目茶碗を代表するもので、
ようへん ゆ て き た い ひ さん からものてんもくちやわん

室町時代末期から桃山時代前半に重用された茶の湯の茶碗である。

灰被天目茶碗の中で極めて遺例が少ない足利義政所持とされる大名物の一つで、灰被天目
あしかがよしまさ

茶碗を代表する優品であるとともに、茶道文化史上貴重な遺例である。

（元時代・１４世紀）
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③ 伝法衣 五領
で ん ぽ う え

【大きさ】縦 １２６．０ｃｍ 横 ３４３．０ｃｍ ほか

【所有者】宗教法人東福寺（京都府京都市東山区本町１５－７７８）
と う ふ く じ

京都国立博物館寄託

東福寺開山円爾にまつわる伝法衣として、延宝５年（１６７７年）銘のある伝衣箱に一括
え ん に

して保管されてきた袈裟五領である。袈裟墨書や箱書により、臨済宗楊岐派僧所用の伝来が
よ う ぎ は

推定される。

田相、条 葉の裂に、南宋時代、鎌倉時代と考えられる綾、紗、羅、刺納、錦などを用い
でんそう じようよう あや しや ら し の う にしき

ており、中世染織を考えるうえで重要な遺例である。

（南宋時代、鎌倉時代）

＜書跡・典籍の部＞

（重要美術品を重要文化財に １件）

① 長秋詠藻 一帖
ちようしゆうえいそう

【大きさ】縦 ２２．８糎 横 １４．８糎

【所有者】学校法人日本大学（東京都千代田区西神田２－６－１６）

日本大学総合学術情報センター保管

『長秋詠藻』は、藤原俊成（１１１４年～１２０４年）が治承２年（１１７８年）３月に
ふじわらのとしなり じしよう

自撰し、同年夏に仁和寺の守覚法親王（１１５０年～１２０２年）に進献した私家集である。
しゆかくほつしんのう

中世和歌の出発点となった俊成の余情の深い幽玄の歌風が認められる。

現存する古伝本が少ないなかで、本書は鎌倉時代後期に書写された古写本として貴重であ

る。

（鎌倉時代）
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（文化財を重要文化財に ４件）

① 釈氏往来 一巻
しやくしおうらい

正安四年十月廿四日書写奥書
しようあんよねんじゆうがつにじゆうよつかしよしやおくがき

【大きさ】縦 ２７．８糎 全長 １０２７．２糎

【所有者】国（国立国会図書館保管）

『釈氏往来』は、守覚法親王の撰述になると伝えられる往来物の一種である。高僧間ある
しゆかくほつしんのう おうらいもの

いは僧侶と朝廷役人との間における問答状の形式で、仏家一年間の主要な行事を簡単明瞭な

文体で記した消息文の模範文例集である。

本書は、正安４年（１３０２年）の書写になる現存最古写本として貴重である。

（鎌倉時代）

② 玉篇巻第九零巻 一巻
ぎよくへんかんだいきゆうれいかん

紙背金剛界私記(治安元年書写)
し は い こ ん ご う か い し き じ あ ん が ん ねんしよしや

【大きさ】縦 ２７．１糎 全長 １６８．７糎

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（東京都台東区上野公園１３－９）

京都国立博物館保管

『玉篇』は、梁の大同年間（５３５年～５４６年）に顧野王の撰述によるもので、偏・旁
りよう こ や お う へん つくり

により漢字を５４２部に類別する部首別の漢字字書である。

本書はその書風などから８世紀の書写とみられる唐写本で、紙背には治安元年（１０２１

年）の書写になる「金剛界私記」があることから、それまでには伝来していたことが確認で
こん ご う か い し き

きる。国宝の早稲田大学本の欠失箇所に接続するものである。

中国では散逸し、わが国にのみ伝存するものとして極めて貴重である。

（唐時代）
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③ 峯相記 一冊
み ね あ い き

永正八年二月七日慶 紹書写奥書
えいしようはちねんにがつなのかけいしようしよしやおくがき

【大きさ】縦 ２６．０糎 横 １８．８糎

【所有者】宗教法人斑鳩寺（兵庫県揖保郡太子町鵤７０９）
いかるがでら

太子町立歴史資料館寄託

『峯相記』は、貞和４年（１３４８年）に播磨国の峯相山鶏足寺に参詣した旅僧が、旧知
じようわ ぶ そ う ざ ん け い そ く じ

の老僧に遇って伝聞筆録するという手法により書いたものである。国内の寺社の縁起や旧事

伝承などを記録しており、なかでも悪党の異類異形の姿やその活動に係る描写は生彩に富み
い る い い ぎ よ う

具体的である。

本書は、永 正８年（１５１１年）の慶紹の書写になる現存する最古写本であり、鎌倉時代
えいしよう

末から南北朝時代の播磨国の様相を知るうえで貴重な地誌である。

（室町時代）

④ 庭訓往来 二巻
ていきんおうらい

至徳三年霜月三日豊前守朝英書写奥書
し と く さ ん ね ん し も つ き み つかぶぜんのかみともひでしよしやおくがき

【大きさ】上巻 縦 ３３．１糎×全長 １４３０．６糎

下巻 縦 ３３．１糎× 横 １４４６．１糎

【所有者】宗教法人神門寺（島根県出雲市塩冶町８２１）
か ん ど じ

『庭訓往来』は、南北朝時代に撰述された往来物である。武士らの子弟を対象としたもの

で、一年各月にわたって往復した手紙を集めた形式で編纂されている。手紙を通して日常生

活に必要な用語や一般常識を教え、基礎教育書あるいは手習書として広く用いられたことか

ら、往来物を代表するものである。

本書は、至徳３年（１３８６年）の豊前守朝英の書写になる現存する最古写本として貴重

である。

（南北朝時代）
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＜古文書の部＞

（重要美術品を重要文化財に １件）

① 臨川寺領大井郷界畔絵図 一鋪
り ん せ ん じ り よ う お お い ご う か い は ん え ず

貞和三年仲冬夢窓疎石裏書
じようわさんねんちゆうとう む そ う そ せ き うらがき

【大きさ】縦 ２１１．１糎 横 １４０．８糎

【所有者】宗教法人天龍寺（京都府京都市右京区嵯峨天竜寺芒ノ馬場町６８）
てんりゆうじ

京都国立博物館寄託

本図は、貞和３年（１３４８年）の夢窓疎石（１２７５年～１３５１年）の裏書から、臨

川寺と天龍寺とが対立することなく、寺領を維持できるように作成したことが知られる。臨

川寺の所領は朱線にて囲んでいる。

寺領の表記のほかにも、臨川寺、天龍寺など嵯峨の諸寺院や在家、大堰川、橋など嵯峨の
ざ い け お お い が わ

空間を描いた絵図として貴重である。

（南北朝時代）

（文化財を重要文化財に ５件）

自筆本
じ ひ つ ぼ ん

① 明月記 二巻
め い げ つ き

嘉禄元年夏、天福元年十一・十二月
かろくがんねんなつ てんぷくがんねんじゆういち・じゆうにがつ

【大きさ】嘉禄元年本 縦 ２９．４糎 全長 １３９６．９糎

天福元年本 縦 ２７．８糎 全長 ８５１．２糎

【所有者】学校法人日本大学（東京都千代田区西神田２－６－１６）

日本大学総合学術情報センター保管

『明月記』は、藤 原定家（１１６２年～１２４１年）の自筆日記である。源平の乱から承
ふじわらのさだいえ

久の乱後に至る変動期の朝廷・公家社会の実相や鎌倉幕府の動静をはじめ、定家自らの文学

活動や所感などを記した鎌倉時代研究の第一級史料である。

嘉禄元年（１２２５年）夏と天福元年（１２３３年）１１月・１２月の各一巻からなり、

嘉禄元年本は承久の乱後において現存する最初の一巻、天福元年本は巻物としてまとまって

現存する最終の一巻として、貴重である。

（鎌倉時代）
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② 竹生島文書(三百十二通) 五巻、十三幅、四十九冊、
ちくぶしまもんじよ さんびやくじゆうにつう

二帖、二百四十三通

【所有者】宗教法人宝厳寺（滋賀県長浜市早崎町１６６４）
ほ う ご ん じ

長浜市長浜城歴史博物館寄託

本文書は、琵琶湖の竹生島にある宝厳寺に伝来する文書群である。近江守護佐々木氏や京

極、六角ら武家からの文書が豊富である。

竹生島の信仰である観音霊場と弁財天信仰の祭礼である蓮華会に関する文書・記録、造営
かんのんれいじよう れ ん げ え

に関する勧進状、奉加帳などがあり、系統的にまとまって伝存する古文書として学術的価値

が高い。

（鎌倉時代～明治時代）

③ 鵤 庄 引 付 一冊
いかるがのしようひきつけ

【大きさ】縦 ３０．７糎 横 ２２．０糎

【所有者】宗教法人斑鳩寺（兵庫県揖保郡太子町鵤７０９）
いかるがでら

太子町立歴史資料館寄託

本書は、播磨国にある法隆寺領の庄園である鵤庄を支配する上で、執務の便宜のために政 所
まんどころ

が代々書き継いだ記録である。

複数冊を取り集めて一冊にしたもので、応永５年（１３９８年）から天文１４年（１５４

５年）まで年次を追って記載している。

中世後期における百姓逃 散、勧進猿楽など、村落生活の実態を知るうえで貴重な史料であ
ちようさん かんじんさるがく

る。

（室町時代）

④ 大山祇神社三島家文書(二百十通) 十六巻、二幅、百十通
おおやまづみじんじや み し ま け もんじよ にひやくじゆつつう

【所有者】宗教法人大山祇神社（愛媛県今治市大三島町宮浦３３２７）
おおやまづみじんじや

本文書は、伊予国一 宮で、航海の神としても崇敬を集めた大山祇神社と、神社の大 祝で
いちのみや おおはふり

あるとともに鎌倉御家人としても活動した三島家に伝来した鎌倉時代から江戸時代までの文

書群である。文書以外の縁起、祭礼記録や絵図などからは、神社の様相が具体的に窺える。

瀬戸内の具体的な動静や河野氏らの盛衰をも知ることができる史料として、学術的価値が

高い。

（鎌倉時代～江戸時代）
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⑤ 小田家文書(四十八通) 一巻
お だ け も ん じ よ よんじゆうはちつう

【所有者】長崎県（長崎県長崎市江戸町２－１３）

長崎県立対馬歴史民俗資料館保管

本文書は、対馬与良郡大山の小田家に伝来した中世文書群であり、その多くが少弐氏や対
よ ら お や ま しように

馬島主宗氏からの文書である。
そう

対馬の地理的・歴史的な状況を反映して、網による漁業、塩屋での製塩など対馬の海民の

様相を伝えるとともに、高麗・九州との交易関係などを具体的に伝える稀有な史料として、

学術的価値が高い。

（鎌倉時代～安土桃山時代）

＜考古資料の部＞

（文化財を重要文化財に ８件）

① 青森県二枚橋２遺跡出土品 千三百八点
あ お も り け ん に ま い ば し に い せ き し ゆ つ どひ ん

【所有者】むつ市（青森県むつ市中央１－８－１）

本資料は、配石遺構等が築かれた縄文時代晩期の遺跡から出土した多量の土器・土製品、
は い せ き い こ う

石器・石製品の一括資料である。土器・土製品には晩期後半の精緻なつくりの土器が多く、

完形品を含む土偶８０点など、精神文化にかかわる遺物が多数含まれる。

殊に土面の出土数は現在のところ全国最多であり、当時の生活の実態に加えて、祭祀を含

む精神活動の多彩さを考えるうえで、他に比類のない内容を有する資料として、極めて学術

的価値が高い。

（縄文時代）
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② 土偶 一箇
ど ぐ う

青森県有戸鳥井平４遺跡出土
あお も りけ んあり とと りいた いよ んいせ きし ゆつど

【大きさ】高 ３２．０ｃｍ

【所有者】野辺地町（青森県上北郡野辺地町野辺地１２３－１）

野辺地町立歴史民俗資料館保管

本資料は、胴部を逆三角形につくる東北地方特有の板 状土偶の形態をとり、これに短いな
ばんじよう

がら前後に張り出した脚先を付した大形の立像土偶である。

縄文時代後期における東北地方を代表する土偶として、造形的な特色を良く示す。また、

遺存状態も極めてよく、出土状態も明らかな土偶として、極めて学術的価値が高い。

（縄文時代）

③ 福井県桑野遺跡出土品 八十五点
ふ く い け ん く わ の い せ き し ゆ つ ど ひ ん

【所有者】あわら市（福井県あわら市市姫３－１－１）

あわら市教育委員会保管

本資料は、縄文時代早期末から前期初頭の集団墓地と推定される２４基の土坑から出土し

た多量の石製品の一括資料である。

白色で優美な石材を素材としたけつ状耳飾を中心に構成され、縄文時代における石製装身

具の製作技法や、定型的な形態の確立を示す好資料であり、当時の精神文化を考えるうえで

極めて学術的価値が高い。

（縄文時代）

④ 愛知県朝日遺跡出土品 二千二十八点
あ い ち け ん あ さ ひ い せ き し ゆ つ ど ひ ん

【所有者】愛知県（愛知県名古屋市中区三の丸３－１－２）

愛知県埋蔵文化財調査センター保管

本資料は、弥生時代前期から終末期に亘って存続した東海地方屈指の大規模な集落遺跡で

ある朝日遺跡からの出土品である。

多重環濠に囲まれた居住域と多数の方形周溝墓などが検出されているほか、埋納状態が明
たじゆうかんごう ほうけいしゆうこうぼ

らかな銅鐸、赤彩土器、多数の木器類など遺物が多彩であることから、拠点集落の実態を知

るうえで欠かせない資料として学術的価値が高い。

（弥生時代）
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⑤ 愛知県馬越長火塚古墳出土品 三百十一点
あ い ち け ん ま ご し な が ひ づ か こ ふ ん し ゆ つ ど ひ ん

【所有者】豊橋市（愛知県豊橋市今橋町１）

豊橋市美術博物館保管

本資料は、６世紀後半の墳丘長７０メートルの前方後円墳にある横穴式石室を主体とする

出土品一括資料である。鉄地金銅張馬具や鉄製品、蜻蛉玉、琥珀玉などを中心とする多彩な
て つ ぢ こ ん ど う ば り ば ぐ と ん ぼ だ ま こ は く だ ま

副葬品で構成される。

東海地域における首長墓の葬送祭祀の実態を明らかにするとともに、馬具や蜻蛉玉にみら

れる高い水準の工芸技術を示すことから、古墳時代文化の解明に欠かせない重要な資料とし

て、極めて学術的価値が高い。

（古墳時代）

⑥ 兵庫県五色塚古墳出土品 四十八点
ひようごけんごしきづかこふんしゆつどひん

【所有者】神戸市（兵庫県神戸市中央区加納町６－５－１）

神戸市埋蔵文化財センター保管

本資料は、兵庫県にある４世紀後半の前方後円墳から出土した埴輪、土器、土製品の一括

資料である。

墳丘を囲繞する鰭付埴輪は、当該期に特有の埴輪であり、首長墓にふさわしく質・量とも
いじよう ひれつき

に傑出した内容をもつほか、墳頂からは小型土製品が出土し、埴輪とともに古墳祭祀の状況

を示す。

当時における大王墓級の古墳祭祀を知るうえで、極めて学術的価値が高い。

（古墳時代）

⑦ 宮崎県島内地下式横穴墓群出土品 千二十九点
みやざきけんしまうちちかしきよこあなぼぐんしゆつどひん

【所有者】えびの市（宮崎県えびの市大字栗下１２９２）

えびの市歴史民俗資料館保管

本資料は、霧島連山に囲まれた、加久藤盆地に位置する地下式横穴墓群（５～６世紀）か
か く と う

らの出土品一括資料である。

地下式横穴墓は、南九州に特有の墓制で、地下の空間を保ったまま発見される事例が多く、

鉄製品の遺存状態が極めて良いのが特徴である。

豊富な武器、武具から構成され、古墳時代中期の武装や葬送儀礼の地域性を知るうえで、

極めて重要な資料である。

（古墳時代）
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⑧ 鹿児島県前原遺跡出土品 二百六十六点
か ご し ま け ん ま え ば る い せ き し ゆ つ ど ひ ん

【所有者】鹿児島県（鹿児島県鹿児島市鴨池新町１０－１）

鹿児島県立埋蔵文化財センター保管

本資料は、縄文時代早期前半の集落跡から出土した、多量の土器・土製品、石器の一括資

料である。

土器は、南九州地域のみに分布する角筒土器が含まれ、造形的にも器形的にも他の地域・
かくとう

時期には見られない特徴的な一群となっているほか、縄文土器の型式変遷とその形態の変化

を考えるうえで貴重な資料である。また、遺存状態の良好な個体も多く、九州における土器

造形の到達点を示すものとして、極めて学術的価値が高い。

（縄文時代）

＜歴史資料の部＞

（文化財を重要文化財に ６件）

① メートル条約並度量衡法関係原器 四本
じようやくならびにどりようこうほうかんけいげんき

【所有者】独立行政法人産業技術総合研究所（東京都千代田区霞が関１－３－１）

計量標準総合センター保管

本資料は、明治１８年（１８８５年）の日本のメートル条約加盟により分配されたメート

ル原器と、明治２４年（１８９１年）に公布された度量衡法により制定された尺貫法に基づ

き、国際度量衡委員会に製作を依頼して受領した尺原器である。

我が国従来の複雑かつ多様な度量衡制度を国際的な基準に準拠する体系的なものとした原

器であり、日本の近代における度量衡の原点に位置する根本資料として、歴史上及び学術上

価値が高い。

（１９世紀）

② 仙台藩天文学器機 四基
せ ん だ い は ん て ん も ん が くき き

【所有者】仙台市（宮城県仙台市青葉区国分町３－７－１）

仙台市天文台保管

本資料は、我が国に現存する渾天儀のうち唯一実際の天体観測に使用された青銅製の大型
こ ん て ん ぎ

渾天儀１基のほか、観測記録や目盛りの特色から前述の渾天儀と関係性が認められる天球儀
てんきゆうぎ

２基、副尺を有する高精度の緯度観測器機である象限儀１基である。
しようげんぎ

これらの観測器機は、江戸時代における仙台藩の天文学の実態のみならず、江戸時代の天

体観測の精度などの実態を伝えるものとして、我が国の天文学史上貴重な遺品であり、歴史

上及び学術上価値が高い。

（江戸時代）
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③ 世界及日本図 一双
せ か い お よ び に ほ ん ず

八曲屏風
はつきよくびようぶ

【大きさ】各隻 縦 １１８．０ｃｍ 横 ３７５．０ｃｍ

【所有者】福井県（福井県福井市大手３－１７－１）

福井県立若狭歴史民俗資料館保管

本資料は、一隻に行基図系日本図、一隻に南蛮系世界図を描く地図屏風である。本図のよ

うに世界図が卵形図法にて描かれるものは、地図屏風のなかで最も古い形式と考えられる。

既に指定されている重要文化財の２例と比較すると、地形、地名表記、描写法などが大略一

致することから、同系統の図と認められるものである。

朝鮮半島、中国東北部から、西欧、新大陸にいたるまで世界全体の地理情報を飛躍的に獲

得した時代に制作された遺品として、我が国の文化史上貴重であり、学術的価値が高い。

（安土桃山時代）

国友一貫斎作
くにともいつかんさいさく

④ 反射望遠鏡 一基
はんしやぼうえんきよう

天保五年
て ん ぽ う ご ねん

【所有者】上田市（長野県上田市大手１－１１－１６）

上田市立博物館保管

本資料は、天保５年（１８３４年）に鉄砲鍛冶の国友一貫斎（１７７８年～１８４０年）

が、我が国ではじめて製作した反射望遠鏡である。

本資料は、附属品類も残っていて状態が良く、また、江戸時代における天文学並びに金属

加工技術の到達点の高さを示す資料であることから、我が国の科学技術史上貴重であり、学

術的価値が高い。

（江戸時代）

⑤ 東寺御影堂牛玉宝印板木 一枚
と う じ み え ど う ご お う ほ う い ん は ん ぎ

【所有者】宗教法人教王護国寺（京都府京都市南区九条町１）
きようおうごこくじ

本資料は、針葉樹とみられる板材を用い、「牛玉／御影堂／宝印」の文字を三行にわたり

陽刻彫出したもので、東寺牛玉宝印摺写に用いられた板木である。

牛玉宝印は、護符や起請文料紙として中世以降広く社会に流布したが、「御影堂牛玉宝印」

の文字を摺写した牛玉宝印料紙は、永和４年（１３７８年）から天文２３年（１５５４年）

に至る２３通が伝来し、本板木が南北朝時代に制作され、以後連綿と使用されてきたことが

判明する。

遺例が少ない中世に遡る牛玉宝印の板木として、学術的価値が高い。

（南北朝時代）
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⑥ 対馬宗家関係資料 一万六千六百六十七点
つ し ま そ う け か ん け いし り よ う

【所有者】長崎県（長崎県長崎市江戸町２－１３）

長崎県立対馬歴史民俗資料館保管

本資料は、旧対馬藩主宗家伝来資料のうち、江戸時代初期から明治５年（１８７２年）ま

での記録類である。

記録類は、国元の藩主部局、家老部局、その他の藩庁各部局で作成し保管されたものであ

り、なかでも表書札方、奥書札方、朝鮮方等が作成した「毎日記」約３，８００冊は、寛永

１１年（１６３４年）以降の藩政、朝鮮貿易等の推移を概括的に伝える好史料で、他藩と比

較して卓越した質量を誇る。

本資料は、江戸時代の政治・外交史上重要である。

（江戸時代～明治時代）
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【登録有形文化財（美術工芸品）の登録】

＜考古資料の部＞

（文化財を登録有形文化財に １件）

① 諏訪地域考古資料（藤森栄一蒐集品） 五万九千六百二十八点
す わ ち い き こ う こ し り よ う ふじもりえいいちしゆうしゆうひん

【所有者】諏訪市（長野県諏訪市高島１－２２－３０）

諏訪市博物館保管

藤森栄一氏（１９１１年～１９７３年）は、中部高地における縄文文化の特質を研究

し、縄文農耕の存在を主唱するなど、我が国先史考古学の研究の進展に大きく貢献した

長野県諏訪市出身の考古学者である。

本蒐集品は、系統的、網羅的に収集されており、その内容には曽根遺跡の評価を位置
そ ね

づける諏訪湖底曽根遺跡出土品など、学術的に貴重な考古資料が多数含まれる。

（旧石器時代～縄文時代）



Ⅲ．参考

○国宝・重要文化財（美術工芸品）の指定件数

事 項

種 別

新規指定件数

合 計国 宝 重要文化財

絵 画 １ ３ １，９７７（１５９）

彫 刻 ０ １４ ２，６６８（１２６）

工 芸 品 ０ ４ ２，４３２（２５２）

書跡・典籍 ０ ５ １，８８７（２２３）

古 文 書 ０ ６ ７４５（ ６０）

考 古 資 料 １ ８ ５９４（ ４５）

歴 史 資 料 ０ ６ １７３（ ３）

合 計 ２ ４６ １０，４７６（８６８）

（注）合計欄括弧内の数字は国宝の件数で、内数である。

○登録有形文化財（美術工芸品）の登録件数

事 項

種 別

新規登録件数 合 計

絵 画 ０ ０

彫 刻 ０ ０

工 芸 品 ０ ３

書跡・典籍 ０ １

古 文 書 ０ ０

考 古 資 料 １ ４

歴 史 資 料 ０ ６

合 計 １ １４




